
９月号の目次
２ 日本初の世界遺産登録から３０年

４ 通学路の交通安全対策

６ 公共下水道をご利用ください

７ ９月１日は防災の日

８ パゴにっき

９ 図書館だより

10 住民活動センターだより

11 安心サポートごみ収集

12 まちの情報

18 保健センターだより

20 亀井龍彦さんが紺綬褒章を受章 　掲載しているイベント等の情報は、８月18日時点での情報です。
状況により変更となる場合があります。

「第４１回斑鳩町商工まつり」 （P８に関連記事）
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問合せ
（一社）斑鳩町観光協会
（☎0745-74-6800）

「温故知新 日本の建築～その強さと歴史～」
記念講演および座談会

日時　９月30日（土）
　　　午後１時30分～３時30分
場所　いかるがホール　大ホール
出 演者　古谷正覚師（法隆寺管長）、谷直樹氏（大
阪市立大学名誉教授）、小川三夫氏（鵤工舎棟梁）、
平田政彦氏（斑鳩町教育委員会参事）

参加費　無料　　定員　７２０人（先着順）
申 込　①WEB申込　（一社）斑鳩町観光協会ホー
ムページのイベント情報のページからお申し込み
ください。　
　②電話申込　（一社）斑鳩町観光協会
　※受付時間：午前９時～午後５時

ドキュメンタリー映画放映（88分）
「鬼に訊け　宮大工西岡常一の遺言」

日時　９月30日（土）午前10時～
場所　いかるがホール　大ホール
参加費　無料　　定員　７２０人（先着順）
※事前申込不要

体験・ワークショップ
※各体験・ワークショップは有料です。
　（定員あり・要事前申込）
◆ LaQ 体験教室（年齢制限あり）
　日時　９月30日（土）・10月１日（日）
　　　　午前10時～11時30分、
　　　　午後１時～２時30分
　場所　９月30日（土）いかるがホール　研修室
　　　　10月１日（日）
　　　　　法隆寺 i センター　多目的ホール
◆宮大工体験（年齢制限あり）
　日時　10月１日（日）
　　　　午前９時30分～10時30分、
　　　　午前11時～正午
　場所　鵤工舎
◆町文化財担当者による法隆寺案内
　日時　10月１日（日）
　　　　午前９時30分～11時30分
　案内場所　法隆寺境内
　�　各体験の詳細は、（一社）斑鳩町観光協会ホー
ムページをご確認ください。

　申込　電話申込　（一社）斑鳩町観光協会

　今年は、法隆寺地域の仏教建造物が世界遺産に登録されて30周年の記念の年です。町では、さまざまな団
体と協力し、多彩な記念イベントを繰り広げます。
　今回は、秋に予定しているイベントの一部をご紹介します。その他のイベントについても、順次お知らせ
しますので、ご期待ください。みなさんのご参加をお待ちしています。

　（一社）斑鳩町観光協会と（公財）斑鳩町文化振興財団（いかるがホール）と町との共催で、歴史・
観光・文化にスポットをあて、斑鳩町の魅力を楽しみながら学ぶイベントを開催します。８月10日
から受付を開始しています。詳細はホームページ・チラシをご覧ください。

問合せ
町立図書館（☎0745-75-7733）

聖徳太子歴史資料室 「法隆寺地域の仏教建造物」
世界遺産登録30周年記念関連展示

　『私の法隆寺物語』（髙田良信著）など、世界遺産
登録決定当時のようすやエピソードがわかる資料を
展示します。

斑鳩町電子図書館 　世界遺産特集展示
　（URL� https://web.d-library.jp/ikaruga/ また
はインターネットで「斑鳩町電子図書館」と検索し
てください）
期間　９月１日（金）～11月30日（木）

町立図書館聖徳太子歴史資料室、斑鳩町電子図書館で特集展示を行います。

斑鳩遊学プロジェクト
世界遺産登録30周年記念

みんなで祝おう！

日本初の世界遺産
登録から3 0 年

「法隆寺地域の仏教建造物」
世界遺産登録30周年特集展示
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問合せ
生涯学習課（☎内線224）

問合せ
都市創生課（☎内線295・296）

日時・講演テーマ
　１日目　10月28日（土）
　・午後１時～２時30分
　　パネルディスカッション①
　　「近世から近代における世界文化遺産の観光史」
　・午後３時～４時30分
　　パネルディスカッション②
　　「歴史・文化遺産都市を支える『地域づくり』」
　２日目　10月29日（日）
　・午前９時～午後１時
　　サミット会議
場所　法隆寺聖徳会館

開催日　10月28日（土）正午～午後９時（午後６時から点灯）
　世界遺産である法隆寺の中門と五重塔のライトアップをはじめ、
灯籠などのさまざまな「あかり」を灯す『和のあかりと未来への
ひかり』を開催します。

開催期間　10月21日（土）～11月5日（日）午後６時～９時
　１４００年以上も愛される法隆寺。そんな世界に誇る法隆寺か
ら「法隆寺１４００年�歴史遺産を未来へ」をテーマに、法隆寺参
道や南大門をデジタルアートやライトアップで演出します。
※詳しくは、10月号広報の折り込みチラシでお知らせします。

募集人数　両日とも各180人（先着順）
申 込　９月１日（金）～30日（土）に、歴史街道推進
協議会ホームページからお申し込みください。詳
しくは、町ホームページ（https://www.town.
ikaruga.nara.jp/0000002636.html）をご覧く
ださい。

主 催　第10回世界遺産サミットｉｎ斑鳩実行委員
会（斑鳩町・斑鳩町教育委員会・一般社団法人斑
鳩町観光協会・観光庁・公益社団法人日本観光振
興協会・一般社団法人世界文化遺産地域連携会議・
奈良県）、一般財団法人自治総合センター

　「世界遺産サミット」は、年に
一度、世界遺産が所在する自治体
の首長等が一堂に会し、文化財分
野や観光分野の有識者とともに、
世界遺産の保全や観光面での活用
について意見交換を行うものです。

　第10回目の節目となる今回のサミットは、「温 ･故 ･ 知 ･ 新�～世
界遺産の普遍的価値の継承と活用をデザインする持続可能な地域づ
くり～」をテーマに開催します。
　10月28日（土）のパネルディスカッションでは、「近世から近代に
おける世界文化遺産の観光史」と「歴史・文化遺産都市を支える『地
域づくり』」をテーマに、世界遺産地域の観光地としての歴史や現状
について、今後の展望とともに考えていきます。
　また、10月29日（日）は、法隆寺管長�古谷正覚師の法話や、株式
会社 JTB代表取締役社長執行役員�山北栄二郎氏の講演とともに、首
長会議では、今後の世界遺産の保全や観光面での活用について意見
交換を行います。
　ぜひみなさんも、世界遺産サミットに参加し、世界遺産を活かし
たまちづくりについて、一緒に考えてみませんか。▲�昨年度開催した第９回世界遺産

サミットのようす（富岡市）

世界遺産サミットページ

▲�昨年度開催した「和のあかりと未来へ
のひかり」のようす

▲南大門のデジタルアートイメージ
ⓒ naked�inc.

世界遺産サミットと同時開催

第10回世界遺産サミット in 斑鳩

和のあかりと未来へのひかり

世界遺産登録30周年記念

法隆寺特別ライトアップ IN 斑鳩町

世界遺産登録30周年記念

いにしえの風特集
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学校安全ボランティア活動のようす

通学路通学路のの交通安全対策交通安全対策
　子どもたちが毎日通る通学路。
　安全に通学できるよう、さまざまな取り組みをしています。
　今回はそのなかから、無償で自主的に登下校の見守りを行っている、学
校安全ボランティアのみなさんにお話をお聞きしました。

安全安心課（☎内線273）

学校安全ボランティアさんの声
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グリーンベルトとは
　歩道が整備されていない道路の路側帯を緑色に着色して、車両のドライバーに通学路であることを視
覚的に認識させ、車両の速度を抑制させるとともに、通行帯を明確にすることで、歩行者との接触事故
を防ぐことを目的とするものです。

歩行者のみなさんへ
　グリーンベルトは、歩行者の安全をはかるためのものですが、歩行者優先の通行帯ではありません。
グリーンベルトが設置されている道路では、車両に注意してグリーンベルト側を通行しましょう。

ドライバーのみなさんへ
　現在、グリーンベルトは、主に小中学校の通学路に設置しています。登下校の時間帯は特に速度を落
とし、歩行者に配慮して通行してください。
　また、グリーンベルト上には駐車しないでください。

● 子どもが歩いているのを見たらスピードを控えましょう
　小学生などの登校時間帯は、学校安全ボランティア
さんが登校班に付き添うなど、子どもたちの安全確保
に尽力してくださっていますが、通勤中の自動車の運
転に危険を感じたといった意見が多く寄せられていま
す。特に小学校低学年の子どもたちは、注意力が乏し
く、周りを確認することが難しい場合があります。通
学路を通行するときは、子どもたちに十分注意し、ス
ピードを落として通行するよう心がけてください。

● 少し早めに出発し、余裕を持って運転しましょう
　朝、急ぐあまり、住宅地内の通学路を抜け道として利用する自動車等があ
りますが、時間に余裕を持ち、朝の出発時間を少し早めるなどし、抜け道と
して通学路を利用しないようにしてください。
　なお、登校時間帯における自動車等の通行自粛をお願いしている場所があ
りますので、みなさんのご協力をお願いします。

　● 通行自粛をお願いしている場所
　　・猫坂交差点　　・斑鳩町役場前交差点

斑鳩小学校周辺 斑鳩東小学校周辺 斑鳩西小学校周辺

児童の横を次々に通り抜ける車

看板

グリーンベルトを見かけたら

通学路を抜け道として使わないで
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　みなさんのご協力で、公共下水道の整備工事が進んでいます。現在は、地図の ■ ■ で示した部
分で公共下水道が使用ができます。
　公共下水道の終末処理場では、水質汚濁の原因の８割を占めている生活排水（台所やお風呂、
洗濯など家庭で使った水）の浄化をより高度に行うことが可能です。このため、公共下水道の整
備に伴い、かつては国の管理する一級河川の中でワーストワンとなっていた大和川の水質は年々
改善され、平成20年度以降、環境基準をクリアし続けています。
　公共下水道に接続いただくことで、河川等の水質が改善されるだけでなく、浄化槽や汲み取り
トイレの維持管理費用が不要となるほか、生活排水が水路に流れ込まず害虫の発生を抑えること
にも繋がりますので、みなさんのご利用をお願いします。
　なお、公共下水道のご利用には排水設備指定工事店からの確認申請書の提出が必要ですので、
斑鳩町排水設備指定工事店にご相談ください。
　町では公共下水道整備工事を順次進めており、今年度は龍田
西５丁目・６丁目、龍田南５丁目、目安４丁目、法隆寺北１丁
目・２丁目、法隆寺東１丁目地内で工事を予定しています。工
事の実施にあたっては、道路の交通規制などで周辺の住民のみ
なさんにご迷惑をおかけすることもありますが、ご協力をお願
いします。

問合せ　上下水道課（下水道）（☎0745-74-2406）

下水道　きれいな未来へ　エコリレー下水道　きれいな未来へ　エコリレー
～ ９月10日は「下水道の日」です ～～ ９月10日は「下水道の日」です ～
下水道　きれいな未来へ　エコリレー下水道　きれいな未来へ　エコリレー

公共下水道が利用できる区域図
令和５年６月末現在
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№ 施設・場所名 住　　　所

対象とする異常な現象の種類 指
定
避
難
所

洪
水

が
け
崩
れ

土
石
流

地
滑
り

地
震

大
規
模
な

火
事

内
水
氾
濫

1 斑鳩町立斑鳩小学校 法隆寺南１-１３－４６ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 斑鳩町立斑鳩西小学校 神南２－４－２５ ○ ○ ○ ○
3 斑鳩町立斑鳩東小学校 法隆寺南２－１１－５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 斑鳩町立斑鳩中学校 龍田北１－２０－１ ○ ○ ○ ○ ○
5 斑鳩町立斑鳩南中学校 目安北３－１－７７ ○ ○ ○ ○
6 斑鳩町立斑鳩幼稚園 法隆寺南１－１３－１５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 斑鳩町立斑鳩西幼稚園 神南２－４－３１ ○ ○ ○ ○
8 斑鳩町立斑鳩東幼稚園 興留東１－１－１６ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 斑鳩町立たつた保育園 龍田１－５－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 斑鳩町立あわ保育園 阿波３－５－３３ ○ ○ ○ ○
11 斑鳩町中央体育館 龍田南１－１－６１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 斑鳩町中央公民館 龍田南２－２－４３ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 斑鳩町西公民館 龍田西４－２－２５ ○ ○ ○ ○
14 斑鳩町東公民館 興留５－５－２８ ○ ○ ○ ○
15 奈良県立法隆寺国際高等学校 高安２－１－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 斑鳩町消防コミュニティセンター 龍田南５－７－４７ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 斑鳩町文化振興センター（いかるがホール） 興留１０－６－４３ ○ ○ ○ ○
18 斑鳩町ふれあい交流センターいきいきの里 法隆寺北１－１３－１５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 斑鳩町総合保健福祉会館（生き生きプラザ斑鳩） 小吉田１－１２－３５ ○ ○ ○ ○
20 斑鳩町法隆寺五丁地区地域交流館 法隆寺東１－４－６ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　９月１日は、1923年に関東大震災が発生した日であり、防災啓発を目的に「防災の日」が制定
されました。近年、大雨や台風による被害が全国各地で発生しています。「自分は大丈夫」と思わず、
普段から災害に備え、早めの避難を心がけましょう。

　安全安心課（☎内線272）

　例えば、斑鳩町文化振興センター（いかるがホール）や斑鳩西
小学校などは、洪水浸水想定区域に位置するため、洪水や内水氾
濫時の避難所とはなっていませんので、気をつけてください。

　町内の自主防災組織の人、防災士の資格をお持
ちの人、自治会で防災を担当されている人など
17団体33名が集まって、自主防災連絡会（発足
会）を開催し、講演会や座談会等が行われました。
　講演会では、特定営利活動法人奈良県防災士会
の副理事長・相談役の植村信吉さんにより、「自
分の町は自分で守る～隣・近所の助け合いが大事

です～」という演題で、災害への心がまえについ
てや、災害発生時の行動を考えるなどの内容の講
演が行われました。
　その後、参加者同士の座談会を行い、普段の防
災に関する取り組みについての紹介、問題点や疑
問点についての話し合いなど、活発な意見交換が
行われました。
　自主防災連絡会は、今後、災害が発生した時に、
相互の協力体制の構築に向けて活動の幅を広げ、
防災活動の活性化をめざして行く予定です。

　町の防災・防犯などの情報が
メールで届く「斑鳩町防災情報
メール」を登録しましょう。

　町のハザードマップはこちら
から。自宅などが浸水する可能
性があるか確認しましょう。

●●指定緊急避難場所指定緊急避難場所

※福祉避難所にも指定

※

斑鳩町の避難所施設斑鳩町の避難所施設

９月１日は防災の日
災害から身を守るために　災害への対応力を高めましょう！

7月28日（金）
自主防災連絡会を開催しました
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　三重県四日市市で開催予定の第40回全国少年少
女レスリング選手権大会に出場する斑鳩レスリン
グクラブ所属の南部朔太朗さん（小６）、松田圭太
さん（小６）、八川陽大さん（小５）、田中明雄斗さ
ん（小５）、南部直士朗さん（小４）、小走瞬太さん（小
４）、田中羽大さん（小３）が表敬訪問されました。
　今年は、小学３・４年生の部が再開され、７人
の選手が参加します。多くの選手が初めての全国
大会ですが、それぞれの目標をもって、全力を尽
くしますと力強く語ってくれました。

　子どもたちの体験学習の一環として、町内の小
学６年生と中学２年生の児童生徒を対象に「子ど
も模擬議会」を行いました。
　各学校から選ばれた17人の一日議員からは、「町
民がもっと交流する場や機会をつくってほしい」
や「自転車運転者の事故を防ぐために、自転車専
用の道をつくってほしい」など、斑鳩町に住む子
どもたちの代表として、幅広い提案がありました。
　また、２人の児童生徒が一日議長として議事進
行を行うなど、一日議員たちは、緊張しながらも
堂々と議員としての役割を務めました。

　交通安全についての興味と関心を高めることに
より、交通事故を防ぐことを目的に、「第45回交通
安全子供自転車奈良県大会」が斑鳩町中央体育館
で開催され、斑鳩東小学校から５人の選手が参加
しました。
　競技では、学科テストと実技・安全走行テスト
が実施されました。選手たちは、積み重ねた練習
の成果を、緊張することなく、伸び伸びと発揮し
ていました。

　町の夏の風物詩である「商工まつり」が開催さ
れました。
　夏らしい気温のなかでしたが、今年もたくさん
の人が集まり、会場は賑わいに包まれました。
　元気いっぱいの「子どもステージ」に加え、大
人気のビンゴ大会などもあり、笑顔あふれるステー
ジとなりました。
　最後には、商工まつり恒例の打ち上げ花火があ
がり、迫力ある大輪の花を夜空に咲かせました。

参加した選手たち（斑鳩東小学校）

パゴにっきパゴにっき イベントや学校行事など、まちの
話題をお届けします。

全国大会出場全国大会出場
表敬訪問表敬訪問

子ども模擬議会子ども模擬議会
堂々と意見発表堂々と意見発表

交通安全交通安全
子供自転車子供自転車
奈良県大会奈良県大会

第41回第41回
斑鳩町商工まつり斑鳩町商工まつり

7/20

8/4

7/8

7/22
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町立図書館の臨時開館について
　９月23日（祝・土）は臨時開館します。
　開館時間　午前10時～午後５時

９月の図書展示（９月１日～30日）
　「知っておきたい！認知症」を
　テーマに展示を行います。

■秋のおはなし会
楽しいおはなし（ストーリーテリング）がいっぱい！
日時　９月10日（日）午後３時～
対象　５歳～小学生
協力　斑鳩おはなしの会
※ストーリーテリング…
　�覚えたおはなしを本を見ないで語ること

■水曜日のおはなし会
日時　９月13日（水）午後２時～
対象　０～６歳
協力　ひこはな絵本の会

■土曜日のおはなし会
日時　９月16日（土）
　　　午後３時～
対象　小学生以下
協力　おはなしさんぽ

場所　町立図書館児童フロア
定員　各10組（申込不要）

一般書 貸出ベスト３
１位　「千年ごはん」� 東�直子
２位　「魔女と過ごした七日間」
� 東野�圭吾
３位　「１週間楽しめる熟成サラダ」
� 小田�真規子

児童書 貸出ベスト３
１位　「ポケモンをさがせ！２」
２位　「きんぎょが　にげた」
３位　「しろくまちゃんの

ほっとけーき」

電子図書館 貸出ベスト３
１位　「�どんな顔立ちでも、

ハッとするほどキレイになる」
２位　「コスパ厳選！

感動美肌ベストコスメ」
３位　「�50代にしておくべき100のリ

スト�令和版�電子書籍版」

声
の
広
報
を

声
の
広
報
を

ご
存
じ
で
す
か

ご
存
じ
で
す
か

　
総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）

　
「
声
の
広
報
」
は
、
視
覚
に
障
害
が
あ

る
な
ど
、「
広
報
い
か
る
が
」
を
読
む
こ

と
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
記
事
を
Ｃ
Ｄ

に
吹
き
込
み
、
声
に
よ
る
広
報
を
発
行
す

る
事
業
で
す
。
音
声
の
吹
き
込
み
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
い
か
る
が
草
笛
」

の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
録
音
Ｃ
Ｄ
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
０
７
４
５
�
５
１
２
２
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
立
図
書
館
で
も
無
料
で
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
再
生
に
は
、
再
生
機
が
必
要
で
す
。

「いかるが草笛」のみなさん

おはなし会ランキング５月
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「斑鳩まちづくりワールドカフェ」開催のお知らせ「斑鳩まちづくりワールドカフェ」開催のお知らせ
住民活動センター講座

　住民活動団体が町と協働で行う事業の提案を募集し、採択した事業に対して補助金を交付します。
活動してみたい人、関心のある人は、住民活動センターへお問い合わせください。
　町がすすめていきたいと考えている、下記のテーマ以外もぜひご相談ください。

《令和６年度に町がすすめていきたいテーマ》

　まちづくりに興味のある人が出会うことができる「まちづくり純喫茶」を昨年11月から毎月１回、
いかるがつながり隊（Ｈ29年度斑鳩町協働のまちづくり活動提案事業団体）主催で実施しています。
　これまでのまちづくり純喫茶で話題となったテーマを取り上げて、ワールドカフェ形式で楽しく
話し合います。進行役が和やかな場づくりを心がけますので、まちづくり純喫茶に参加したことが
ない人もこの機会にぜひ、ご参加ください。

日　時　10月６日（金）午前10時～11時30分
場　所　生き生きプラザ斑鳩　２階　会議室１・２
進行役　�萩原　有紀さん（地域ファシリテーター・

いかるが子どもの遊び場づくりの会代表・
法隆寺フォレストロニカ代表）

定　員　２０人（先着順）
申　込　�10月２日（月）までに住民活動センターへお

申し込みください。
　　　　※お子さんの同伴可（託児なし）

　「ワールドカフェ」とは、カフェの
ようなリラックスした空間で、少人数
に分かれたテーブルで自由に対話し、
他のテーブルとメンバーを入れ替えて
対話を続けること
で参加者みなさん
の意見や知識を集
めることができる
対話方式です。

令和６年度「斑鳩町協働のまちづくり活動提案事業」令和６年度「斑鳩町協働のまちづくり活動提案事業」大募集大募集

防災教育・啓発の推進（安全安心課）
　地域自治会や町内の小学校等を対象に出前授業などを行い、防災知識の普及、防災意識の向上を
はかる活動です。近所同士や学校内等で、自分の身を守り協力して助け合う体制づくりをすすめる
事業です。

ガーデニングボランティア（都市創生課）
　町が所有する花壇や植栽帯に花を植え、水やりや花壇等の手入れを行う活動です。活動を通じて
花苗等の知識を共有しながら、町内に花と緑を増やすことを目標とする事業です。

　住民活動センター（住民活動の拠点）から、来年度に活動する協働事
業の募集と住民活動センター講座開催のお知らせです。

問合せ　住民活動センター（生き生きプラザ斑鳩内）
☎0745-70-0923（直通）
ikarugakyodo@yahoo.co.jp　 https://ikaruga-kyodo.jimdo.co ｍ /

住民活動
団体 斑鳩町 実現×

かける
町がすすめて

いきたいテーマ
やりたいこと

興味があること
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ご
み
を
地
域
の
集
積
場
所
ま
で
持
っ
て

い
く
こ
と
が
困
難
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
障
害
者
の
世
帯
を
対
象
に
、
戸
別

に
ご
み
を
収
集
す
る
「
安
心
サ
ポ
ー
ト
ご

み
収
集
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
人
の
世
帯
な
ど
、
ご
み
出

し
が
困
難
な
世
帯
に
つ
い
て
は
、
地
域
や

親
族
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
に

よ
り
、
ど
う
し
て
も
ご
み
出
し
が
で
き
な

い
、
地
域
全
体
が
高
齢
化
し
、
今
後
の
協

力
が
難
し
い
と
い
っ
た
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
安
心
サ
ポ
ー
ト
ご
み
収
集
は
、
こ
う
し

た
世
帯
に
対
し
て
、
町
の
収
集
員
が
玄
関

先
ま
で
戸
別
に
ご
み
の
収
集
に
う
か
が
う

と
と
も
に
、
安
否
の
確
認
を
行
い
、
住
み

慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

対
象

　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か

に
あ
て
は
ま
る
人
（
世
帯
）
で
す
。

①�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
適

用
を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

②�
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
居
宅
介

護
、
重
度
訪
問
介
護
、
重
度
障
害
者
等

包
括
支
援
を
利
用
し
て
い
る
ひ
と
り
暮

ら
し
の
人

③�

世
帯
の
構
成
員
全
員
が
、
①
ま
た
は
②

に
あ
て
は
ま
る
世
帯

④�

右
記
①
～
③
の
要
件
対
象
外
の
人
で

も
、
親
族
等
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
ご

み
出
し
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

人
※�

申
請
後
は
、
自
宅
を
訪
問
し
、
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
、
利
用
の
可
否
に
つ
い

て
、
判
断
を
行
い
ま
す
。

※�

地
域
や
親
族
の
み
な
さ
ん
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
で
ご
み
出
し
が
で

き
る
人
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
福
祉
施
設
に
入
居
し
て
い
る
人
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

　
本
人
ま
た
は
代
理
人
（
自
治
会
長
、
民

生
委
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
）
が
、

環
境
対
策
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
、
環
境
対
策
課
で
配
布
し
ま

す
。

※�

該
当
区
分
の
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
の
写
し
（
世
帯
全
員
分
）

が
必
要
で
す
。

申
請
か
ら
収
集
ま
で
の
流
れ

①
申
請
書
の
受
付
（
環
境
対
策
課
）

②
現
地
訪
問
調
査

　

�　
町
職
員
が
対
象
者
の
自
宅
を
訪
問

し
、
申
請
内
容
や
現
状
な
ど
に
つ
い
て

調
査
し
ま
す
。（
代
理
申
請
の
場
合
は

代
理
人
の
立
会
が
必
要
で
す
）

③
利
用
の
可
否
の
決
定

④
収
集
日
時
な
ど
詳
細
を
協
議

⑤
ご
み
の
戸
別
収
集
開
始

　
�　

町
の
収
集
員
が
対
象
者
の
自
宅
を
訪

問
し
、
玄
関
先
で
直
接
ご
み
を
受
け
取

り
ま
す
。

安
否
確
認

　
収
集
時
に
、
連
絡
が
な
く
ご
み
が
出
て

い
な
い
、
ま
た
、
声
か
け
を
し
て
も
応
答

が
な
い
と
き
は
、
事
前
に
決
め
て
お
い
た

緊
急
連
絡
先
へ
連
絡
を
取
り
、
安
否
を
確

認
し
ま
す
。

収
集
時
の
注
意
事
項

・�

ご
み
は
、「
斑
鳩
町
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」
冊
子
の
と
お
り
、
町
の
指
定

袋
に
分
別
し
て
玄
関
先
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・�

ご
み
の
片
付
け
、
分
別
は
お
手
伝
い
で

き
ま
せ
ん
。

・
粗
大
ご
み
を
処
理
す
る
場
合
は
、

　

�

粗
大
ご
み
処
理
予
約
事
務
所
（
☎

０
７
４
５
�
３
６
６
３
）
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

安
心
サ
ポ
ー
ト

安
心
サ
ポ
ー
ト

ご
み
収
集

ご
み
収
集

　
環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
２
）

安心サポート安心サポート
ごみ収集ごみ収集



主な連絡先
斑鳩町役場
� ☎0745-74-1001
上下水道課（上水道係）
� ☎0745-74-1401
上下水道課（下水道係）
� ☎0745-74-2406
町立図書館
� ☎0745-75-7733
中央公民館
� ☎0745-74-1511
東公民館
� ☎0745-74-4122
西公民館
� ☎0745-75-3911
中央体育館
� ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
� ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
� ☎0745-70-1000
保健センター
� ☎0745-70-0001
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-74-5666

斑鳩町観光協会
� ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
� ☎0745-74-0990
衛生処理場
� ☎0745-74-2371
西老人憩の家
� ☎0745-74-1517
東老人憩の家
� ☎0745-74-5050
ふらっぴん♪
� ☎0745-44-3177
いかるがホール
� ☎0745-75-7743
三室休日診療所
� ☎0745-74-4100
斑鳩町シルバー
人材センター
� ☎0745-75-0884

ま
ち の 情 報
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催　
　
し

家
庭
教
育
学
級

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く

子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
力
と
は
！

　
　
中
央
公
民
館

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

　
時
代
が
大
き
く
変
化
し
、
今
後
も
予
測

困
難
な
社
会
が
待
つ
な
か
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な

力
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。（
受
講
無
料
）

日
時　
９
月
28
日（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所　
中
央
公
民
館　
２
階
創
作
室

講
師　
斑
鳩
町
立
斑
鳩
東
小
学
校

　
　
　
　
　
　
校
長　
柴
田　
浩
司
さ
ん

申 

込　
事
前
に
中
央
公
民
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
『
文
学
講
座
』
絵
本
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
追
加
募
集

　
　
中
央
公
民
館

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

テ 

ー
マ
「
三
度
目
の
絵
本
」
～
子
ど
も
の

と
き
に
楽
し
ん
で
子
育
て
中
に
読
み
聞

か
せ
そ
し
て
今
、
自
分
の
た
め
に
～

第
５
回　
10
月
10
日（
火
）

　
　
　
　
講
師　
黒
原　
み
ど
り�

さ
ん

　
　
　
　
「
あ
の
路
」「
水
仙
月
の
四
日
」

　
　
　
　
「
ル
リ
ユ
ー
ル
お
じ
さ
ん
」

第
６
回　
11
月
14
日（
火
）�

　
　
　
　
講
師　
植
栗　
千
晶�

さ
ん

　
　
　
　
「
繪
本　
平
家
物
語
」

第
７
回　
12
月
12
日（
火
）

　
　
　
　
講
師　
松
村　
園
美�

さ
ん

　
　
　
　
「
お
お
き
な
木
」

　
　
　
　
「�

だ
っ
て
だ
っ
て
の
お
ば
あ
さ

ん
」

※
す
べ
て
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館　
創
作
室

対 

象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
休
ま

ず
学
習
を
続
け
ら
れ
る
人
（
再
受
講
可

能
）

受
講
料　
無
料

定
員　
若
干
名
（
先
着
順
）

申 

込　
９
月
12
日（
火
）～
30
日（
土
）に
中

央
公
民
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
少
年
補
導
員
功
労
者

表
彰
を
受
賞

　
長
年
に
わ
た
り
少
年
の
非
行
防
止
に
尽

力
さ
れ
、
そ
の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
た

こ
と
を
た
た
え
ら
れ
、乾
祐
子
さ
ん
に「
奈

良
県
少
年
補
導
員
功
労
者
表
彰
」
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
乾
さ
ん
は
、
斑
鳩
町
青
少
年
問
題
協
議

会
の
委
員
で
も
あ
り
、
町
内
に
お
け
る
青

少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
長
室
を
訪
れ
た
乾
さ
ん
は
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
た

い
へ
ん
光
栄
で
す
、
こ
れ
か
ら
も
青
少
年

の
非
行
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。」

と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に　
　
（
敬
称
略
）

　
北　
山　
裕
見
子
（
再
任
）

　
中　
井　
充　
啓
（
再
任
）

　
森　
田　
敬　
子
（
再
任
）

　
７
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

広告広告
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ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

体
験
教
室

　
環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
３
）

　
生
ご
み
は
、「
可
燃
ご
み
」
に
出
す
と
、

高
い
処
理
費
用
を
か
け
て
燃
や
し
灰
に
な

る
だ
け
で
す
が
、
ひ
と
手
間
か
け
る
と
、

家
庭
で
た
い
肥
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中
で
手
軽
に
生
ご
み

を
た
い
肥
に
で
き
る
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
」の
使
い
方
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
も
一
度
使
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
参
加
者
に
は
、
そ
の
日
か
ら
使
え
る

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ッ
ト（
無
料
）

を
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　
10
月
１
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　
役
場
地
下
大
会
議
室

内
容　
・�

斑
鳩
町
の
ご
み
の
現
状
に
つ
い

て
の
講
義

　
　
　
・�

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
使

い
方
の
説
明

講
師　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ

奈
良

対
象　
町
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　
20
人

申 

込　

９
月
20
日（
水
）ま
で
に
、
電
話
・

ｆ
ａ
ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
（kankyou@

tow
n.ikaruga.nara.jp

）
の
い
ず

れ
か
で
、
環
境
対
策
課
へ
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

親
子
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

～
史
跡
・
亀
の
瀬
散
策
と
ぶ
ど
う
狩
り
～

　
　
生
駒
郡
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会

　
生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
２
４
）

　
秋
の
ひ
と
と
き
、
親
子
で
楽
し
く
ハ
イ

キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
９
月
17
日（
日
）
午
前
9
時
30
分

　
　
　
Ｊ
Ｒ
三
郷
駅
集
合

※�

午
後
３
時
30
分
頃
、
Ｊ
Ｒ
高
井
田
駅
で

解
散

対
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

参
加
費　
一
人　
５
０
０
円

　
　
　
　
（
ぶ
ど
う
狩
り
・
保
険
料
含
む
）

※
参
加
費
は
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

持 
物　
弁
当
、
水
筒
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

申 

込　
９
月
８
日（
金
）ま
で
に
、
①
保
護

者
の
住
所
・
氏
名　
②
子
ど
も
の
名
前
・

学
年　
③
参
加
人
数　
④
電
話
番
号
を

生
涯
学
習
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ななえ会代表　上野�乃武彌
（☎090-9056-8244）

　油彩画、アクリル画、水彩画、人
物デッサン、スケッチなど約50点
日時　９月21日（木）～26日（火）
　　　（�初日は午後１時から最終日

は午後４時まで）
　　　午前９時～午後５時
場所　中央公民館　展示室

第27回「ななえ会」絵画展

９月の相談 内　　　容 相　談　日 時　間 場　所 申　　込

無 料 法 律 相 談
不動産、相続、離婚、損
害賠償、金銭貸借、保証
など民事上のトラブルな
どに関する相談

12日（火）、19日（火）、
26日（火）
（電話予約申込順）

13:00~16:00 役場１階
第２会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
契約のトラブル、悪質商
法、商品の品質・欠陥な
ど消費生活全般に関する
相談

28日（木）  9 :00~16:00

役場１階
第３会議室

申込不要
問合せ　安全安心課

（☎内線273）７日（木）、14日（木）、
21日（木） 13:00~16:00

人 権 相 談 人権の侵害や差別に関す
る相談

13日（水）
（毎月第２水曜日） 13:00~16:00 住民課

（☎内線163）行 政 相 談 行 政 の 仕 事 や 手 続 き、
サービスに関する相談 ５日（火）

青少年悩みごと
教 育 相 談

青少年の悩みや不安と
いった心の問題に関する
相談（オンライン相談も可）

毎週火・金・土曜日  9 :00~16:00

中央公民館

申込不要
電話相談可能
☎0745-74-0077

出 前 サ ポ ス テ
若 者 自 立 の
無 料 相 談

働くことについて悩みを
抱える15~39歳くらい
までの若者やその保護者
を対象とした相談・支援

22日（金）
（毎月第４金曜日・祝日を除く） 10:00~12:00

若者サポートステー
ションやまと
☎0744-44-2055
fax0744-44-2056

創 業 支 援 相 談 事業計画書の作成支援や
創業全般に関する相談 15日（金） 10:00~12:00 ふらっぴん♪ 斑鳩町商工会

☎0745-74-2500

子 育 て 相 談
子育てについてのさまざ
まな悩みを臨床心理士な
どがお受けします

13日（水）、27日（水）
（毎月第２・第４水曜日）  9 :00~16:00

生き生き
プラザ斑鳩
相談室

子育て支援課
☎0745-75-1152

女性のための相談
女性が抱えるあらゆる悩
みの相談（オンライン相
談）

22日（金）
（第４金曜日） 13:00~16:20

役場会議室
または自宅
など

予約専用
☎0745-75-9269
休日を除く
8:30~17:30

※相談の時間が９：00~16：00の場合は、12：00~13：00の間は不在となります。
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募　
　
集

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
第
２
ク
ー
ル
）
受
講
者
募
集

　
福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
子
ど

も
と
上
手
に
向
き
合
う
コ
ツ
に
つ
い
て
学

ぶ
講
座
で
す
。
発
育
の
特
性
は
、
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
に
違
い
が
あ
り
、
子
ど
も
の

行
動
や
愛
情
表
現
に
も
、
ま
た
違
い
が
あ

り
ま
す
。「
子
ど
も
が
い
う
こ
と
を
聞
か

な
い
」、「
困
っ
た
行
動
に
イ
ラ
イ
ラ
す

る
」、「
ほ
め
方
が
わ
か
ら
な
い
」・
・
・

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
そ
ん
な
悩

み
を
持
つ
保
護
者
の
た
め
の
講
座
で
す
。

　
講
師
や
ほ
か
の
参
加
者
と
の
関
わ
り
を

と
お
し
て
、
気
持
ち
が
楽
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程　
全
６
回

　

�

10
月
５
日（
木
）、
10
月
19
日（
木
）、

　
11
月
２
日（
木
）、
11
月
16
日（
木
）、

　
12
月
7
日（
木
）、
1
月
11
日（
木
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
中
央
公
民
館　
研
修
室

※�

申
込
状
況
に
よ
っ
て
場
所
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対 

象　
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
養
育
す

る
町
在
住
の
保
護
者
で
、
全
６
回
の
講

座
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
人
。

講
師　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
ら　

　
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
る
る

　
管
理
者　
高
畑　
み
ど
り�

さ
ん

定
員　
８
人
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

申 

込　
９
月
27
日（
水
）ま
で
に
福
祉
課
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
み
時
に
簡
単
な
聞
き
取
り
が
あ

り
ま
す
。

※�

無
料
で
託
児
が
で
き
ま
す
の
で
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
連
れ
の
人
も
受
講
で
き
ま

す
。申
し
込
み
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
�

そ
の
他
、
詳
し
い
講
座
内
容
は
、
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子育て支援課（☎0745-75-1152）
　現在、特別児童扶養手当を受給されているみなさ
んは、所得状況届を必ず９月11日（月）までに提出
してください。
　特別児童扶養手当とは、20歳未満の、身体また
は精神に重度または中度以上の障害のある児童を監
護している父母等に支給される手当です。該当する
と思われる人は、子育て支援課までお問い合わせく
ださい。

特別児童扶養手当の
所得状況届について

　上下水道課（☎0745-74-1401）
●試験概要
１．採用予定日　令和６年４月１日
２．受験申込　町ホームページからお申し込みください。
３．受験申込期間　９月11日（月）～29日（金）
４．募集職種、受験資格、試験日時・内容等

※一般事務職Aと Bは、職務内容が異なります。詳しくは、試験案内をご覧ください。
※エントリーシートは、９月11日（月）以降に町ホームページからダウンロードしてください。

※�詳しくは、町ホ
ームページの試
験案内をご覧く
ださい。

職種 学歴等 採用
予定者数 年齢要件 試験日時・内容

一般事務職Ａ �学校教育法による
高等学校等以上の
学校を卒業した人
または令和６年３
月31日までに卒
業見込みの人

１人
昭和63年４月
２日以降に生
まれた人
【35歳以下】

１次試験…①適性検査
　　　　　②書類選考
　　　　　　（エントリーシート方式）
　　　　　③口述試験
　　日時：①10月13日（金）～19日（木）
　　　　　※�自宅等でのパソコン等を

利用したWebテスト
　　　　　②10月16日（月）必着
　　　　　③10月22日（日）
２次試験…口述試験
　　日時：11月下旬（予定）

一般事務職Ｂ １人

令和５年度 斑鳩町水道事業職員採用試験
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令
和
６
年
二
十
歳
の
つ
ど
い

の
受
付
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
２
４
）

　
令
和
６
年
二
十
歳
の
つ
ど
い
当
日
に
、

受
付
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

二
十
歳
の
つ
ど
い
の
日
程
・
場
所

日
程　
令
和
６
年
１
月
８
日（
祝
・
月
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル　
大
ホ
ー
ル

※�

受
付
担
当
者
は
当
日
の
午
前
９
時
30
分

に
い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル
前
へ

集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

対 

象　
平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

募
集
人
数　
６
人
程
度

申 

込　
10
月
27
日（
金
）ま
で
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

（syougai@
tow

n.ikaruga.nara.
jp

）
で
生
涯
学
習
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

斑
鳩
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

広
告
を
出
し
ま
せ
ん
か

　
都
市
創
生
課
（
☎
内
線
２
９
２
）

　
斑
鳩
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
掲
載
す

る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の
お
店

や
会
社
の
Ｐ
Ｒ
に
、
町
内
を
ぐ
る
り
と
ま

わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
活
用
し
ま
せ

ん
か
。

掲 

載
期
間　

原
則
と
し
て
３
か
月
単
位

（
掲
載
は
バ
ス
運
行
日
の
み
）

申 

込
期
限　
掲
載
を
予
定
さ
れ
て
い
る
月

の
２
か
月
前
の
月
末
ま
で
。

申 

込
方
法　
斑
鳩
町
有
料
広
告
掲
載
申
込

書
（
様
式
第
１
号
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま

す
）

掲 

載
決
定　
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
広
告

は
広
告
掲
載
審
査
会
に
お
い
て
掲
載
の

適
否
を
審
査
し
、
審
査
の
結
果
を
有
料

広
告
掲
載
決
定
通
知
書
に
よ
り
通
知
し

ま
す
。

広 

告
の
作
成
お
よ
び
提
出　
広
告
は
、
広

告
主
側
で
作
成
し
、
町
が
指
定
す
る
期

日
ま
で
に「
領
収
済
み
納
付
済
通
知
書
」

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

作
成
に
か
か
る
一
切
の
経
費
は
広
告
主

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

広告掲載場所 規格・材質等
１枚あたり
広告掲載料

（１ヶ月・税込）
最大掲載

可能箇所数 空き状況

車内
広告

①両側側面
　窓上部

Ａ３サイズ　横向き
（紙の厚さはポスター程度まで） １，３２０円 ６か所 ３か所

車外
広告

②後部ボディ
　ステッカー

高さ300ｍｍ×幅1,145ｍｍ以内
（マグネットで装着できるもの） ８，８００円 １か所 空き無し

③側面ボディ
　ステッカー

高さ300ｍｍ×幅600ｍｍ以内
（マグネットで装着できるもの） ６，６００円

４ヵ所
左右各（２ヵ所） 空き無し

令和５年９月１日時点掲載状況

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成9年5月9日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木「
く
ろ
ま
つ
」

９月２１日は世界アルツハイ
マーデーとして（　）年に制定
されました。（　）に入る数字は？
①１９９２　②１９９３　③１９９４

〈９月19日（火）必着〉
応 募方法　クイズの答え・住所・氏名・電話番号を、はがき（〒636-0198�斑鳩町
役場・広報クイズ係）、fax（0745-74-1011）、E メール（soumu@town.
ikaruga.nara.jp）のいずれかの方法で役場まで。正解者のなかから、抽選で２
人に斑鳩町商工会で購入できる「斑鳩ブランド認定品」商品券1,000円分をプレ
ゼントします。プレゼントの当選発表は、発送をもってかえさせていただきます。

８月号広報クイズの答　２（応募件数13）

Q

▲

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、お書き添え
ください。
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お
知
ら
せ

斑
鳩
町
女
性
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー

「
私
ら
し
く
働
く
！
女
性
全
力

応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　
　
斑
鳩
町
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
ふ
ら
っ
ぴ
ん
♪
事
務
局　
ら
そ
ら

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
７
７
）

　
女
性
が
自
分
ら
し
く
働
く
た
め
に
、
就

業
に
ま
つ
わ
る
不
安
を
和
ら
げ
、
社
会
と

つ
な
が
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
、
全

４
回
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　
11
月
６
・
13
・
20
・
27
日
（
毎
週

月
曜
日
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
役
場　
地
下
大
会
議
室

参
加
費　
無
料

申 

込　
10
月
31
日（
火
）ま
で
に
創
業
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
広
報
斑
鳩
９
月
号
お
知
ら

せ
版
へ
折
り
込
み
予
定
の
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

９
月
は
屋
外
広
告
物
適
正
化
月
間

　
都
市
創
生
課
（
☎
内
線
２
９
３
）

　
斑
鳩
町
は
多
く
の
歴
史
文
化
遺
産
と
一

体
を
な
す
歴
史
的
風
土
と
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
地
で
す
。

　
斑
鳩
町
の
貴
重
な
自
然
・
歴
史
景
観
と

調
和
し
た
屋
外
広
告
景
観
を
創
造
す
る
た

め
、
次
の
取
り
組
み
を
連
携
し
て
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

１�　
景
観
を
阻
害
し
て
い
る
違
反
広
告
物

の
追
放

２�　
屋
外
広
告
物
条
例
の
遵
守
及
び
屋
外

広
告
物
制
度
の
周
知
・
啓
発

３�　
屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
際
す
る
安
全

管
理
の
徹
底

許
可
申
請

　
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
に
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。
色
彩
や
大
き
さ
な
ど
の
基

準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
掲
出

の
許
可
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
近
年
、
屋
外
広
告
物
が
原
因
と

な
る
事
故
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
管
理

者
は
安
全
確
保
の
た
め
に
も
屋
外
広
告
物

の
定
期
的
な
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

９
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
３
期
分
）

　
…
国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
３
期
分
）

　
…
福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
６
）

納
期
限

10
月
2
日
㈪

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

生涯学習課（☎内線224）
　第１回いかるがの里�聖徳太子マラソン「ファ
ンランの部」で使用する印刷物のデザインを、斑
鳩町と官学連携協定を締結する大阪芸術大学のみ
なさんに制作していただきました。
　このデザインは、大阪芸術大学デザイン学科３
回生の泰地唯香さんに制作していただきました。
　10月９日（祝・月）に開催される「ファンランの
部」大会チラシ、大会ポスター、バックパネル、
大会プログラム等に掲載され、大会当日含め、大
会終了まで町内の掲示板や公共施設に掲示しま
す。
　大阪芸術大学のみなさん、デザイン学科　泰地
さん、デザインの制作ありがとうございました。

第１回いかるがの里第１回いかるがの里
 聖徳太子マラソン 聖徳太子マラソン

「ファンランの部」「ファンランの部」
ポスター等デザインポスター等デザイン
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随時お電話で見学受付中！随時お電話で見学受付中！
　斑鳩町立幼稚園はさまざまな学びを通じて

「生きる力」の基盤を身につけていきます。
　入園をお考えの人であ
れば、どなたでも見学で
きます。幼稚園には楽し
いことがいっぱい！ぜひ
親子で幼稚園の生活を見
学しに来てくださいね。
《お住まいの地域の
　幼稚園に
　　ご予約ください》

※駐車場はありません。
　徒歩または自転車でお越しください。

●斑鳩幼稚園 法隆寺南1-13-15
 ☎0745-74-2353
●斑鳩東幼稚園 興留東1-1-16
 ☎0745-74-5500
斑鳩西幼稚園の園区にお住まいの人が町立幼
稚園への入園を希望される場合、令和６年度
以降は斑鳩幼稚園に入園していただくことと
なります（ ）

　９月21日は世界アルツハイマーデーとして1994年に制定され、世界的な普及啓
発が始められました。2012年からは、９月をアルツハイマー月間として、世界各
地また日本各地で、認知症に関する知識と理解を深める活動に取り組んでいます。
　斑鳩町でも、認知症の普及啓発のため、次の取り組みを行います。

地域包括支援センター（☎0745-75-4000、0745-74-5666）

　９月の図書展示として、認知症関連の書籍を
展示します。図書展示棚をチームオレンジいか
るのメンバーが作成したマスコットなどで飾
り付けします。
　期間　９月１日（金）～30日（土）
　場所　町立図書館内
　　　　（入口正面の図書展示棚にて）
　時間　図書館開館時間内

　法隆寺駅南北自由通路で、認知症の普及啓発
のためのグッズ（チームオレンジの缶バッジや
しおり、マスコット）を無料配布します。
　日時　９月21日（木）午後３時～
　　　　（なくなり次第終了）
　場所　法隆寺駅南北自由通路
※�イベントは、天候等の都合により中止になる
場合があります。ご了承ください。

町立図書館での展示 アルツハイマーデーイベント

【親子スナップ　　▶
　エンドウ収穫体験】

【プール遊び】
▼

▲
【しゃぼん玉遊び】

グッズのサンプル昨年のようす

町立幼稚園に遊びに来ませんか！

～元気なお友だち あつまれ～～元気なお友だち あつまれ～

９月は、世界アルツハイマー月間です
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事 業 名 実施日 受付時間 対　　象 内　容　な　ど

助 産 師 相 談

 9 月20日㈬
 9 月27日㈬
10月 4 日㈬
10月11日㈬

９：30～
10：30

妊娠中の人や　
乳幼児の保護者

○産前・産後についての相談や母乳育児・
　授乳などについての相談
申込：各実施日の前日まで

乳 幼 児 相 談
（育児・栄養相談）

①
 9 月25日㈪

９：30～
10：30

就学までの児

〇育児や食事のことなどについての相談
持物：母子健康手帳
　　　（※身体計測希望の場合はバスタオル）
申込：① 9 月22日（金）まで
　　　②10月 5 日（木）まで

②
10月 6 日㈮

13：30～
14：30

身 体 計 測
10月16日㈪ ９：30～

11：00 就学までの児

〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳、バスタオル、
　　　健康マイレージポイントカード
申込：10月13日（金）まで

　ゲートキーパーとは、生きていたくないほどの悩みを抱えた人に気づき、声をかけ、話を聴き、
必要に応じて専門家につなぎ、見守る人のことです。

～精神保健福祉士によるこころの健康相談を毎月１回（予約制）実施しています～
日時　10月２日（月）13：00～15：00　　場所　保健センター　　定員　２人

気分が落ち込みやすくなった、理由もなく涙が出る、最近家族のようすがおかしいなどの相談を受けています。

SNS 相談事業一覧
　チャットなどで相
談ができます。

いのち支える相談窓口一覧
　自殺予防やこころの健康
に関して、都道府県などが
運営する相談窓口一覧の掲
載サイトです。

『こころの体温計』でセルフチェック
　ストレスや落ち込み度を
チェックできるシステムで
す。ご自身の心の状態を
チェックしてみませんか？

気づく 　・何か悩みがありそうだな…・体調が悪そうだな…・眠れていなさそう

聴　く 　・体調のことを切り口に、一言声をかけてみてください。
・話に耳を傾けて、つらい心境を聴きましょう。

つなぐ 　・必要に応じて相談機関につなぎましょう。

・相談機関につないだ後も、温かく寄り添いサポートしましょう。
見守る 　・気にかけているメッセージを伝えましょう。

・１人ではなくチームを組んで見守りましょう。

お 詫びと訂正　広報いかるが８月号お知らせ版10ページ「インフルエンザ予防接種費用の一部助成」
記事の助成対象者（表中）「生後６か月～小学校６年生まで」の詳細記述に誤りがありましたので、
お詫びして訂正します。

　　　【誤】　接種日において生後６か月～Ｈ24年４月１日生
　　　【正】　Ｈ23年４月２日生～接種日において生後６か月

厚生労働省 SNS 相談 検索

カレンダー健 康子ども （事前申込要：電話申込可）

=�健康マイレージポイント
対象事業です

９月10日～16日は自殺予防週間です９月10日～16日は自殺予防週間です
大切なひとの悩みに気づいてください大切なひとの悩みに気づいてください

～ みんなで取り組もう、いのちを支えるゲートキーパー ～～ みんなで取り組もう、いのちを支えるゲートキーパー ～

どこか体の調子で気になる
ことがありますか？



保健センター（☎0745－70－
000

1）

（fax0745－74
－09

03
）

保

健センターだ
より
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運動 　毎日、今よりプラス10分の運動をしましょう
食事 　�主食・主菜・副菜を組み合わせて、栄養バラ

ンスのとれた食事をとりましょう
禁煙 　�自身の健康や大切な人の健康を守

るために禁煙をしましょう
予防 　�各種がん検診や健康診査を受けて

生活習慣病を予防しましょう

事　業　名 実施日 受付時間 対 象 者 注　意　事　項
大 腸 が ん
検診 ９月29日㈮

容器提出日
９：00～
　11：00 35歳以上

○�容器は提出日１週間前までに保健セン
ターで購入してください。（容器代220
円）
※事前申込不要

☆
持
物

　健
康
手
帳
・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

☆
結
果

　4
週
間
前
後
で
異
常
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
通
知
し
ま
す

☆
手
話
通
訳
・
託
児
等
が
必
要
な
人
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

胃がん検診

10月11日㈬
10月12日㈭

８：30～
　10：00

35歳以上

（申込先着）各20人

令
和
4
年
度
に
町
の
胃
内
視
鏡
検
診

を
受
診
し
て
い
な
い
人

○�胃がん検診を受ける人は、検査前日の夕
食は消化の良いものにして、午後９時ま
でにすませてください。検査当日の朝は、
絶飲食・禁煙です。（水・薬も飲まない
でください）
○�下記の人は、医師に相談のうえ、受診し
てください。
　・現在お薬を飲んでいる人
　・�けがや麻痺等があり、運動に制限のあ
る人

○�検査当日は、朝から入れ歯安定剤を使用
しないでください。
※�過去にバリウムを飲んで体調が悪くなっ
た人は申し込み時に必ずお伝えください。
○�喀たん検診を希望する人は、当日容器を
保健センターで購入してください。（容
器代220円）
〇�服装は金具のついていない無地のシャツ
とズボン（ジャージ等）着用で受診くだ
さい。

胃 が ん・
肺 が ん
セット検診 40歳以上

（申込先着）各60人

肺がん検診
10：30～
　11：00

40歳以上
（申込先着各30人）

子宮頸がん
検 診

10月27日㈮

13：15～
　13：45

20歳以上
の女性

（申込先着）10人
令
和
4
年
度
に
町
の
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人

○子宮頸がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※�子宮頸がん検診を受診する人は受診しや
すいスカートを着用してください。
○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・�乳房の手術を受けた人（しこりの切除等
を含む）
・授乳中または断乳直後の人
※�乳がん検診を受診する人はバスタオル
（検診時に使用します）をご持参くださ
い。

※�子宮頸がん・乳がん検診は２年に１回で
す。
　�申し込み時に必ず前回受診日をお知らせ
ください。

乳がん検診
（マンモグラフィ
のみ）

40歳以上
の女性

（申込先着）40人

子宮頸がん・
乳がん
（マンモグラフィ
のみ）
セット
検診

14：00～
　14：45

40歳以上
の女性

（申込先着）50人

※�新型コロナウイルスワクチン接種後
に、接種した側のわきや首などのリン
パ節が腫れることがあり、乳がん検診
の判定に影響をおよぼすことがありま
すので、検診はワクチン接種後少なく
とも４～６週間後、または接種前に受
けてください。

おとな ■ がん検診予定表（集団検診）
（事前申し込み要：電話・ｆａｘ・メール申込可）

守ろう！あなたの健康
～がん検診を受けましょう～

９月９月はは健康増進普及月間健康増進普及月間です！です！

=健康マイレージポイント対象事業です

１に運動　　２に食事　　しっかり禁煙　　最後にクスリ
～ 健康寿命の延伸 ～
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　 28,139人
　　（前月比　＋16）
　　男13,351人
　　女14,788人
　 　12,178世帯
　　（前月比　＋14）
（令和5年7月31日現在）
問合せ
斑鳩町総務部総務課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7-12
☎　0745-74-1001
fax　0745-74-1011
※かけ間違いに注意 !

広報広報

E メール
info@town.ikaruga.nara.jp
ホームページ
https://www.town.ikaruga.nara.jp/

人の動き

※この「広報斑鳩」は毎月１日を挟む前後３日間（４月は１～３日、12月は
26~28日）で、町内の全家庭に直接お届けしています。ご近所で配布されて
いない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ : 総務課（☎0745-74-1001　内線274） 202023.9  広報 

　令和４年３月に、史跡藤ノ木古墳周辺の環境の整
備のために、多額の寄附をいただいた亀井龍彦さん
が、紺綬褒章を受章されました。
　紺綬褒章は、公益のために多額の私財を寄附した
個人または団体に対し、国から授与されるものです。
　このたびの受章を心よりお喜びし、なお一層のご
活躍を期待いたします。

　この調査は、住生活に関する最も基本的で
重要な調査で、全国約340万世帯を対象とし
た大規模な調査です。
　調査をお願いする世帯には、９月下旬から
調査員が調査書類の配布に伺います。
　インターネット回答のほか、調査票を郵送
提出する方法などにより、ご回答をお願いし
ます。

1010月月１１日（日）日（日）実施実施

広告

総務省統計局・奈良県・斑鳩町▲�右から亀井龍彦さん、中西町長

亀井龍彦亀井龍彦さんがさんが

紺紺
こんこん

綬綬
じゅじゅ

褒褒
ほうほう

章章
しょうしょう
をを受章受章

令和５年令和５年
住宅・土地統計調査住宅・土地統計調査


